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Thesis: 博物館に豊富にある実物資料を学習教材の素材として、子どもたちの実物体験、そして博物館

体験(博物館認識)を深める活動のモデルとして博物館と学校とへのインタラクティブな資料

活用を考える。

要国:

博物館には実物資料である「モノ」とそれに関連

する専門知識が豊富に集められている。そのため、

博物館に対して直接体験や実物体験の場としての期

待が高まり、生涯学習の観点からの博物館利用が盛

んになってきている。なかでも、博物館と学校の連

携は、制度教育と生活の中から直接体験の機会が失

われつつある子どもたちに貴重な学習環境を生み出

すものとして注目されている。

これまでにも、博物館は教育・普及の面から実物

資料である「モノ」を実物体験用として提供してき

た。具体的には、展示、貸出し標本、出張講座、野

外観察会等々と様々な形で利用者への体験の場が設

けられてきた。しかしながら、野外観察、実験等の

体験観察などを除けば、利用者は「モノ」に対し受

け身的であることが多い。

その中で、例えば野外発掘や化石クリーニング体

験といったフ。ログラムは、完成された標本と接する

場合と異なり、資料をとりだすという、「モノ J に対

*神奈川県立生命の星・地球博物館

して利用者自身の主体的な作業を合んでいる。同時

にその作業は、博物館の資料収集、調査研究の一部

をも担っており、実物体験がそのまま博物館体験に

も結びっく。

この実物体験と博物館体験を学校教育に取り入れ

た活動は、これからの博物館と学校の新しい連携の

あり方を示唆している。また、博物館と学校が連携

し、博物館の資料を子どもの「体験j と博物館の「蓄

積J に対してへとインタラクティブな活用を図るこ

とは、これまでの博物館の資料活用とは異なる新し

い情報流通のダイナミクスの提案といえる。

筆者らは、この博物館資料の学校と博物館とへの

インタラクティブ活用について、化石を合む岩石資

料を素材として実践研究を行った。その結果、博物

館資料を学校教育の体験学習に活用することはこれ

までの通り可能で、あり、そのうえ同時に学校の博物

館認識を向上させうる有効なフ。ログラムであると確

信するにいたった。

平成11年 7 月 15 日受理

(Kanagawa PrefecturaI Museum of NaturaI History) 
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1 .はじめに

実物資料の「モノ jが豊富に集まっている博物館

は、体験学習として実物資料を通した実物体験、直

接体験の機会を提供することができる。その特性か

ら、生活体験・自然体験などの直接体験が子どもた

ちの心を豊かにはぐくむとして、博物館にはその豊

富な資料をより積極的に活かした体験学習のできる

場としての活動が期待されている 1) 。

一方、学校教育の現場でも、子どもたちに生活体

験・自然体験の場を取り入れることが期待され、「総

合的学習」等の導入により、体験学習の場として様々

な機会を設けることができる可能性が大きく

なった。

このような背景から、「モノ J を持つ博物館と「子

ども」のいる学校が連携することが再ぴ注目されて

いる。時代の要請により、博物館と学校との新しい

連携活動を試みる貴重なチャンスの到来といえる。

-その時だけの体験ではつまらない

前述の現状から、博物館や学校教育での体験学習

(実物資料を通した学習や野外自然観察講座)の取り

組みが新たに進みつつある。ハンズ・オン思想、2) を取

り入れた体験学習である。ハンズ・オンの意味につ

いてはまだ成熟していないと感じるのでここでは詳

しくふれないが、一つには、自らの主体性をもち実

物資料を体験することと解釈できる。おそらく今後

各地で、様々な形の魅力的なハンズ・オン体験型の

学習の場が登場するであろう。しかし、危倶されて

いるのは、扱いようではそれらの魅力的な体験学習

が一過性の興味本位の「単なる楽しいだけの動作J

に品冬わってしまうことで、ある。

化石を教材とした例をあげてみよう。化石を材料

とした魅力的な作業の一つに、岩塊から化石を取り

出すクリーニング作業がある。野外での化石につい

ての直接観察が難しくなりつつある現在、室内での

化石クリーニング作業を実習として取り入れている

博物館や学校は少なくないであろう。しかし、その

した化石もそのまま消えて行く場合が多いのではな

かろうか。

極論を言えば、単なる体験のためだけの材料なら、

業者等から資料を取り寄せれば済むのであり、何も

博物館のものをつかわなくても十分なのである。

-博物館を知る体験

化石クリーニング作業の体験の例で、体験が一過

性の単なる作業になる恐れがあり、その場合に博物

館という場の意義が大きくはないことを指摘した。

しかし、この化石クリーニング作業の例では、別の

プログラムを付加することで大きな意義を持つもの

となる。それは自らの作業により博物館を知るとい

う体験フ。ログラムである。

化石クリーニング体験者は、自らの子で岩石から

化石を取り出しクリーニンクーする作業、すなわち化

石の標本化の作業を行っている。このとき、プログ

ラムしだ!いでは、化石クリーニング体験者は実物資

料を通して化石を実物体験しているほか、知る機会

の少ない博物館の調査研究・資料収集活動を体験し、

博物館の役割を知る機会とすることは容易であろ

う。一過性の体験となりやすい面をもっ化石クリー

ニング作業を、博物館を認識する体験としてより有

意義なものに発展させることが可能なのである。ま

た、たとえ博物館を知る体験でさえ一過性の体験と

なったとしても、その体験作業による成果(化石の

例での標本)が、博物館に蓄積されるという意義は

品い。

このような事例を、博物館と学校との連携として

考えてみると、実物の資料だけでなく博物館活動そ

のものを取り入れ活用することが、学校単独で、は成

すことができない教育の効果をあげているといえ

る。資料である「モノ」を材料として学校と博物館

の相互に活用した、「インタラクティブ活用」と呼べ

る新しい活用フ。ログラムといってよい。次に、この

仕組みについて一般化を試みる。

多くは化石を取り出すだけで終わっているのではな 2. 資料の「博物館一学校」聞でのインタラクティ

いだろうか。あるいは、取り出した化石を材料にし ブ活用

て授業をさらに発展させたり、展示資料として活用 博物館と学校との間の資料のインタラクティブ活

している例もあるかもしれない。しかし結局は、化 用について、そのモデルを示してみよう(図1)。

石休験作業が一過性のものとなり、せっかく取り出 博物館は、学校の子どもたちの体験の場をつくる
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ψ 

|学校||博物館|
蓄積争[モノ]生

成果(資料、
J [子ども]+体験

子どちの声、教師のアイデア〉

図| 博物館と学校との資料のインタラクティブ活用

ためにいくつかの材料を提供できる。材料は、豊富

にある「モノ」とそれに関する知識、そして学芸員

という人やその技術である。これらの材料の提供に

より、学校の子どもは様々な体験が可能となる。こ

のとき、材料の「モノ」は、例で示した化石クリー

ニングの材料のように、子どもたちの体験作業によ

り博物館にフィードパックできる素材であることが

重要となる。

子どもたちの体験作業により生み出された資料

(化石の場合は標本)は、成果として博物館にフィー

ドパックされる。博物館の標本資料として収蔵され

るのである。同時に、学校教育の現場の声として、

素材を活用した教師の事例や子どもたちの体験の芦

を収集することができる。標本という「モノ J のほか

に数多くの子どもの声と教育のブロである教師のア

イデアが成果として蓄積されるのである。蓄積され

た成果は、つぎの材料の提供時にフィードパックさ

れていく。化石の例では、子どもたちの取り出した

標本が今度は同定作業のための基礎や参照図鑑的役

割l を果たしていくのである。

つまり、この一連のプログラムでは、博物館の資

料を二重の目的に向けて活用し、学校の子どもたち

には「体験J を、博物館には「資料」を蓄積すると

いう効果を生み出すことができる。学校と博物館と

に、「モノ j をインタラクティブ活用し成果をあげる、

新しい連携のあり方のーっと位置づけてよいであろ

7 。

3.化石のインタラクティブ活用

中津層群の化石岩塊での実例

先に記したのは、博物館と学校の連携による博物

館資料を用いたインタラクティブ活用の概念であ
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る。ここでは、そのようなフ。ログラムについて、宇中

奈川県立生命の星・地球博物館で取り組んで、いる化

石資料を用いた実例を紹介する。

-材料の提供

材料とした素材は、露頭から採集されたままの、

化石を合んだ岩塊(鮮新統中津層群神沢層)そのも

のである。これは、中津層化石調査団の発掘調査に

よって採取されたもので貝類化石をはじめとする多

種多様の化石を合んでいる 3， 4) 。化石探しゃ化石ク

リーニング作業を体験させる材料としては、子ども

にとって魅力的な素材である。このような素材を博

物館が学校等に提供することにより、野外での発掘

体験に匹敵する実物体験を教室内で得られることを

可能にする。

材料として「モノ」である素材の化石の他に、そ

れらの化石に関する情報をも提供する。それは、調

査研究の成果であったり、図録等の印刷物である。

しかし、それらの印刷物は内容が難しく学校での教

材としての利用には不向きとの声もあったので、新

たに化石の教材利用についての副読本を作成し

た5)。その内容は、地層と化石に関する予備知識(地

層、地質年代、化石、分類、学名)、中津層群の地層

と化石(地質概要、産出化石概要)、神奈川県内での

化石採集情報、化石クリーニング法、標本の整理法、

博物館での展示紹介(中津層群の化石)、博物館の情

報システム紹介、すでにクリーニング作業を体験し

た子どもたちの感想、そして産出貝イヒ石を中心とし

た図版である。

-子どもの体験

これらの材料を受け取った学校では、素材を教材



本は、再ぴ博物館へ運ばれ、博物館の資料として登

録され、収蔵庫に保管される。一般には収蔵庫は公

開されていないので、登録された標本を直接みるこ

とは難しいが、神奈川県立生命の星・地球博物館で

は特有の情報システム6) による管理により、館内に

あるそのための端末機(図 3 )から標本を画像とし

てとり出し検索することが可能となるよう配慮され

ている。

標本の資料登録については、化石であればたとえ

破片であっても積極的に登録している。これは、一

つにはどんな資料にも標本の重要性があることを

図 2 化石を取り出す体験作業 知ってほしいためであり、このことが、博物館の資

料収集・整理保管という重要な機能を具体的に認識・

として教師が自由に活用できる。多くの場合は、子 体験する機会となる。もう一つは、子どもたちが取

ほどきを受けながら子どもたち自身が化石を取り出 り出した破片レベルの標本を登録し検索できるよう

す体験教材として利用される(図 2) 。その利用は、 にすることで、実際の子どもたちの同定に役立たせ

化石に触るレベルのものから、子どもたちが自ら取 るのが目的だからである。貝化石の殻表の装飾が残

り出した化石を分類して中津層群の時代の古環境ま るほど保存のよい標本については、図鑑を参考とし

で考察するレベルまでいろいろある。子どもたちか て同定が可能と思われるが、そのような化石は、中

らの感想文をみると、化石を夢中になって探してい 津層群の場合ごく希にしか見つからない。かえって

る姿が容易に想像され、実物体験としては十分な成 たくさん見つかるのは殻が溶けてしまっているの

果をあげていると理解ができる。 で、そのような形の不十分な化石などについての情

報がより必要なのである。

・博物館への成果の蓄積と利用 子ども自らが取り出した破片の化石に似た標本

学校から博物館へフィードパックされる成果は、 が、博物館の情報資料システム端末機で検索された

取り出された標本、体験した子どもの声、教師の現 とすれば、これは博物館の資料を用いてまさに調査

場での実践アイデアなどである。 研究の第一歩を踏み出されたことに他ならない。

素材から子どもたちが取り出し標本化した化石標 以上述べてきた化石の標本化から蓄積・利用まで

図 3 ライブラリーに公開されている
博物館情報システム

の一連の体験は、博物館の重要な機能を知ることに

貢献する、まさに博物館体験と呼べるものである。

-学芸員と教師との連携

上記の、博物館資料のインタラクティブ活用は、

立場や視点をかえれば博物館と学校の連携というよ

りもむしろ学芸員と教師の連携といった方が良いか

もしれない。学芸員は、資料の「モノ」をあっかう

プロとして、教師は「子ども」に教える教育のプロ

としての経験に長けている。そのことをお互いが再

認識し、博物館利用の紳を強めるならば、今の時代

が求めているより一層効果的な博物館利用の可能性

が生まれてくると期待できるのである。
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4. まとめ

博物館には、あらゆる「モノ J が集められている。

この「モノ」を学校との連携で体験学習の教材に活

用することは、「総合的学習」などの導入に伴い、今

後ますます重要になってくるであろう。

本研究では、単なる貸出し標本とは違う博物館か

らの化石資料の提供を試みた。博物館と学校とが連

携しての博物館資料のインタラクティブ活用は、子

どもたちへの実物体験の提供、博物館への資料の蓄

積、そして博物館の機能を知り利用する博物館体験

を可能とした。自らの作業が博物館の仕事となり、

その仕組みを知り、利用するという博物館体験につ

いて、これまで学校教育への取り組みはそれほど多

くはなかった。学校教育への「総合的学習」の導入

や、生涯学習の観点からの新たな博物館と学校との

連携の模索が課題となっている現在、この「博物館

体験J の視点を取りいれた活動プログラムは、 トラ

イアルとして大いに応用されてよいものであろう。

今回は、化石資料を素材とした博物館と学校のイ

ンタラクティブな連携について博物館体験を取り入

れた新しい可能性を示したが、博物館にあるその他

の「モノ」についても同様な展開が可能と忠われる。

今後、各地でこのような取り組みが行われ、それぞ

れの博物館と学校の連携の紗が強まることが期待さ

れる。

本報告では、まず博物館と学校との連携システム

の概念を示したかったので、化石資料を用いた具体

的な実践面での内容は大要を示すだけにとどめた。

詳細な実践内容については、別の報告にゆずること

にしたい。
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